ワキミチ　エ　ソレル　タノシミ　アル　キョウイクショ　ヘンシュウシャ ノ　コト by 山内 芳文 & Yamauchi Yoshifumi
脇道へ逸れる愉しみ　：　ある教育書編集者のこと
著者 山内 芳文




























































































































































































































































ちょうど 1年前の 6月に「Web of Scienceの無
い。MGPの刊行開始からしばらく経った1890年，
プロイセンでは「学校会議」が開催され，皇帝ヴ
ィルヘルムⅡ世の愛国心高揚の演説が教育界を酔
わせていたが，ケールバッハは，その1890年に
「ドイツ教育史協会」を設立し，協会の「会報」
（Mitteilungen）を発行している。その「会報」
は，彼の他界から 5年後の1910年からは教育史の
「雑誌」（Zeitschrift）と改称して，その刊行は
MGPと同じ1938年まで継続した。その両者には
多くの興味ある論攷や記事が掲載されているが，
1905年末刊行の「会報」の第15巻第 4号には，こ
の直前に59才で世を去ったその創刊者の肖像，そ
して追悼と回想の記事が掲載されている。
（やまうち・よしふみ　教育学系教授／
附属図書館長）
料トライヤル」が実施され，それを経てその導入
についての議論が研究図書委員会においてなされ
た。私見ではあるが，利用結果のアンケートから
は思った程の反響は感じられなかった記憶があ
る。年々増大する学術雑誌価格の高騰やオンライ
ンジャーナル化の流れの中で，二次資料への費用
負担は各学系にとっては悩みの種であることは現
在も変わりがない。今般の多くの利用をみると，
この導入は正に時宜を得た先見の明のある判断で
あったと思われる。多くの困難を乗り越えてこの
冊子体SCI，SSCIおよびA&HCIからオンラインWeb of Scienceへ
白岩　善博
